
①京都府警察本部 通信指令システムの概要について調査

通信指令センターは46名体制で3交代制。一日当たり

730件(有効件数625件)

今年3月から6年のリース(8億2,000万円)で新たなシ

ステムを導入。犯罪・災害時有効な画像が送受信で

きる。

パトカーなど捜査車両219台に全方位を撮影できるビ

デオカメラを設置し、映像を生中継できるシステム

の運用を始めた。府警察本部通信指令センターや各

警察署にリアルタイムで配信すること捜査の効率化

につながる。

今回のシステム更新に合わせ、捜査車両にはカーナ

ビ機能を兼ねたタブレット端末も配備。地図上に表

示する「予測型犯罪防御システム」を活用し、犯人

の早期検挙や未然防止に活かす。

本県は平成33年度に更新される予定。AIの進歩もめ

ざましい中、財政状況をふまえ捜査の効率化に向け

て導入を期待する。

隣接する旧京都府庁の見学も行った。本来の旧庁舎

によく似た建物である。

案内ボランティアの説明を受けた。

山田みやこの活動報告

平成30年8月30日(木)
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②滋賀県立設楽高等学校を調査

滋賀県立設楽高等学校は平成24年の高等学校再編計

画の中で、分校化の計画があったが魅力と活力ある

学校づくりに向けて、1学年2学級80名の総合学科の

高校として存続されることになった。

内容としては、普通科・セラミック科・デザイン科

の3系列。

県外から1学年5名の入学生を募集する(アート留学)

アート留学生は宿舎を用意し、費用は設楽高等学校

地域支援協議会から全額補助65,000円/月。

設楽高等学校を地元の各種団体で構成する支援団体

として地域支援協議会を立ち上げ、大きな支援をし

ている。

しかし、1学年80名を充足するのは厳しい状況。5年

を目途に再編の評価を行い、様子を見る。

息の長い支援が必要で、高校卒業→大学進学→地元

へ戻るには長い年月がかかる。地元、信楽焼の窯元

では1名しかこの設楽高校に入学していないところが

切実である。

何とか地域資源を活かしながら伝統工芸の維持に努

めていってほしい。これは全国どこでも言えること

だ。

平成30年8月31日(金)


